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ごあいさつ
　国際臨海開発研究センター（OCDI）は、
1976年7月に設立されて以来44年、半世
紀に近い歴史を経て、発展途上国における
臨海開発の分野において輝かしい成果と業
績を挙げて参りました。国の数にして
70ヶ国以上、港湾の数にして250港以上
の港で港湾開発計画の策定、港湾の管理・
運営の効率化や行政組織の強化のためのプ
ロジェクトを実施してきました。また、各
国の港湾関係者に対する研修事業を継続的
に実施してきており、こうしたプロジェク
トや研修を通じ、諸外国の政府機関や技術
者からの信頼とともに、幅広いネットワー
クを築いて参りました。

　他方、時代によりOCDIに求められる
ニーズも変化してきました。そして今後
も、現下のコロナ渦を経て、社会や経済、
物流や旅客輸送分野での変革が進行し、そ
れに応じて港湾を中心とする臨海部地域に
求められるものも変化していくだろうと考
えます。自働化やディジタル化の進展、脱
炭素化に伴うエネルギー代替や環境主流
化、災害等リスクに対するマネジメント強
化など、グローバルに不可逆的変化が確実
に起こっていくでしょう。OCDIもそうし
た変化やニーズに機敏に対応していかねば
なりません。

　幸い、OCDIには様々な分野からその道
に長けた素晴らしい経験と能力を持った人
たちが集結しています。海運、港運、建
設、マリン機器メーカー、国や地方自治体
の行政経験者等、この専門家集団がチーム
を組み、国内外の幅広い情報とデータに基
づく的確な分析を通じ、各国港湾の抱える
課題に真摯に向き合い、問題解決に取り組
んで参りました。また、管理運営を含む政
策レベルでの様々な知見や技術について、
国内外の調査を通じ、我が国に対しても積
極的な提言を行ってきました。今、OCDI
及び職員一人一人に求められていること
は、より創造的に、そして実践的に活動
し、新たな変化やニーズに対して機敏に柔
軟に対応していくこと、また、分野を問わ
ず、大学・研究所、企業などとの連携の幅
を広げていくことだと考えます。

　我が国による国際貢献の質を高め、発展
途上国そして世界から一層の信頼を得られ
るよう、また我が国の港湾・臨海部開発に
対する政策的還元にも一層の貢献ができる
よう、力を尽くして参ります。皆様には、
今後とも、当センターへのご支援とご鞭撻
を賜りますようお願い申し上げます。

令和2年6月

OCDI 理事長

三宅　光一

OCDI 組織図　2018 年改訂
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当センターは、我が国が臨海開発に関し、優れた技術・知見・経験を有
すること、および我が国経済社会の国際化の進展に鑑み、世界の臨海開
発および国際物流に関する調査研究・国際協力・国際交流を行います。
また、世界の臨海開発の促進及び国際物流の円滑化並びに我が国の持つ
優れた技術・知見・経験の諸外国への普及を図り、もって我が国と諸外
国との相互理解及び経済協力の促進に資することを目的としています。

OCDI の目的

フィリピン国全国港湾戦略的マスタープラン調査（2004年）

技術協力プロジェクトメンバー（港湾
政策・行政システム構築）に「カンボ
ジア王国友好勲章」授与（2011.11）

調査・技術協力の実績（一例）

スリランカ国：コロンボ港湾開発計画調査
（1989年）と現況

©Google, Maxar Technologies
Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA,

GEBCO, TerraMetrics  

©Google, Maxar Technologies 
Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO  

タイ国：東部工業港開発計画調査
（1983年）と現況

工業団地拡張部分

工業港本事業部分

工業港拡張部分

工業団地本事業部分
（工業用地）

ニーズの変遷に対応した
港湾関係調査・技術協力の実施

2010年〜
情報収集・確認調査、協力準備調査に
よる迅速な案件形成
セクター・地域横断的なテーマが増加

物流や情報化を切り口とした調査も重要に

技術協力プロジェクトの本格実施
行政、管理・運営システムづくりなど

2005年〜
港湾管理・運営に関わる技術協力
研修、専門家派遣などによる技術移転・技術
指導を強化

1976年
OCDI設立（７月）

大水深バルク埠頭の建設
中国の港湾開発に係る技術協力などに注力

1980年〜
工業港の計画策定
タイ東部臨海開発計画などに対する技術協力
に注力。マプタプット工業港開発など

コンテナ輸送への対応
世界的にコンテナ輸送の潮流が高まり、需要
予測、経済・財務分析、港湾運営なども重要
な要素に。スリランカ・コロンボ港開発など

1990年〜
全国港湾開発マスタープランの策定
不足していた港湾インフラ整備が一巡。投資の
重点化、港湾運営の効率化に対する要請高まる

行政能力向上、政策決定への支援に重点

2000年〜
港湾の開発・運営の民営化
コンテナリゼーションの進展、インフラ整備
資金の不足などへの対応

国際輸送のための港湾 国内輸送のためのコンテナ港湾
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1976年のOCDI設立以来、世界70カ国、250港以上において、
港湾開発調査・技術協力等を実施

OCDI の主な事業
1、開発協力事業

OCDIの開発協力事業実績
（地域別・年代別件数）

OCDIの実績（国・港別位置図）
（R2.3 現在）

マスタープラン（M/P）・
フィージビリティ（F/S）調査の実施（一例）

ヤンゴン港ティラワ地区
アビジャン自治港
（穀物取扱状況）　

コロンボ港 出典：SLPAマタバリ地区開発構想 出典：調査報告

●ミャンマー国　ティラワ地区港湾拡
張事業準備調査

●コートジボワール国
アビジャン自治港穀
物バース改善事業協
力準備調査

●スリランカ国　コロンボ南港東コンテナター
ミナル整備事業準備調査

●バングラデシュ国　マタバリ港開発
事業準備調査

リトアニア共和国

ポーランド共和国

コンスタンツァ港コンスタンツァ港

オデッサ港オデッサ港
イリチェスク港イリチェスク港

ユージニ港ユージニ港

ルーマニア

ウクライナ

ブルガリア共和国

ヴァルナ港ヴァルナ港
ブルガス港ブルガス港

クライペダ港クライペダ港

ヨーロッパ

メキシコ合衆国

サンペドロデマコリス港サンペドロデマコリス港

コスタリカ共和国

ニカラグア
共和国

ドミニカ共和国

カルデラ港カルデラ港
チャルコアズル港チャルコアズル港

コリント港コリント港

ホンジュラス共和国

ラ・ウニオン港ラ・ウニオン港
アカフトラ港アカフトラ港

ケッツアル港ケッツアル港
グアテマラ共和国

サント・トーマス・デ・カステリア港サント・トーマス・デ・カステリア港

パナマ
共和国

クリストバル／マンサニージョ港クリストバル／マンサニージョ港

バルボア港バルボア港

ボカス・デル・トロ港ボカス・デル・トロ港
アルミランテ港アルミランテ港

リモン・モイン港リモン・モイン港

コルテス港コルテス港
バリオス港バリオス港

ハバナ港ハバナ港

シエンフエゴス港シエンフエゴス港

マタンザス港マタンザス港

サンチャゴデクーバ港サンチャゴデクーバ港

バカモンテ港バカモンテ港

トリニダード・
トバゴ共和国

エルサルバドル共和国

トクスパン港トクスパン港

マンサニージョ港マンサニージョ港

キューバ国

パナマ運河パナマ運河

中米・カリブ

パプアニューギニア独立国

ミクロネシア連邦 マーシャル諸島

ソロモン諸島

トンガ王国

フィジー共和国

ツバル

サモア独立国

キリバス共和国

バヌアツ共和国

ラエ港ラエ港

ウェワク港ウェワク港

マダン港マダン港

ポートモレスビー港ポートモレスビー港

ラバウル港ラバウル港

ポンペイ港ポンペイ港
カビエン港カビエン港

キンベ港キンベ港

オロベイ港オロベイ港
アロタウ港アロタウ港

リヒール港リヒール港

ホニアラ港ホニアラ港

ポートビラ港ポートビラ港

スバスバ

フナフティフナフティ

アピア港アピア港
ムリファヌア港ムリファヌア港

ヌクアロファヌクアロファ太洋州

アカバ港アカバ港

ソハール港ソハール港

サラーラ港サラーラ港
ホデイダ港ホデイダ港

イズミール港イズミール港

タルトゥース港タルトゥース港
ラタキア港ラタキア港

イマム・ホメイニ港イマム・ホメイニ港

ブシェール港ブシェール港
アバス港アバス港

スルタン・カブース港スルタン・カブース港

ジャスク港ジャスク港
チャバハール港チャバハール港

ハッサブ港ハッサブ港レンゲ港レンゲ港

シナス港シナス港

アバダン港アバダン港
アル・マキル港アル・マキル港

アブ・アブフロス港アブ・アブフロス港
コール・アルズベール港コール・アルズベール港

ウンム・カッスル港ウンム・カッスル港

ホーラムシャー港ホーラムシャー港

ポチ港ポチ港 アクタウ港アクタウ港

トルクメンバシ港トルクメンバシ港

ノーシャ港ノーシャ港
アンザリ港アンザリ港

アミルアバド港アミルアバド港

フィリオス港フィリオス港

イラン・イスラム共和国

ヨルダン

オマーン国

シリア・アラブ共和国

トルコ共和国

イエメン共和国

ジョージア
カザフスタン共和国

トルクメニスタン

イラク共和国

中　東

アルジェ港アルジェ港

アルジェリア
民主人民共和国

アンゴラ
共和国

ザンビア
共和国

ナミビア共和国

ジブチ共和国

エジプト・アラブ
共和国

ガーナ
共和国

トーゴ
共和国

ケニア共和国コンゴ民主共和国

ブルンジ共和国

マダガスカル共和国

ナイジェリア
連邦共和国

オラン港オラン港
カサブランカ港カサブランカ港

ダカール港ダカール港

ダミエッタ港ダミエッタ港

ソフナ港ソフナ港
アダミヤ港アダミヤ港

エル・デキーラ港エル・デキーラ港

ボートサイド港ボートサイド港アレキサンドリア港アレキサンドリア港

アンチラナナ港アンチラナナ港ペンバ港ペンバ港
ムトワラ港ムトワラ港

トアマシナ港トアマシナ港

アンナバ港アンナバ港

トリポリ港トリポリ港

ミスラタ港ミスラタ港
ホムス港ホムス港

リビア

ナカラ港ナカラ港

マブト港マブト港 ベイラ港ベイラ港
ケリマネ港ケリマネ港

モザンビーク
共和国

南スーダン共和国

ベナン
共和国

ロメ港ロメ港
ベメ港ベメ港
コトヌー港コトヌー港

ドアラ港ドアラ港

コートジボワール
共和国

アビジャン港アビジャン港

サンペドロ港サンペドロ港

タコラディ港タコラディ港
テマ港テマ港

スエズ運河スエズ運河

スエズ港スエズ港

カメルーン
共和国

タンザニア
連合共和国

モロッコ
王国

セネガル
共和国

ダルエスサラム港ダルエスサラム港
タンガ港タンガ港

モンバサ港モンバサ港

ムブルング港ムブルング港

キスム港キスム港

シモニ港シモニ港ブジュンブラ港ブジュンブラ港
ルモンゲ港ルモンゲ港カビンダ港カビンダ港

ルアンダ港ルアンダ港

ロビト港ロビト港

ナミベ港ナミベ港

ウェルビスベイ港ウェルビスベイ港

ジュバ港ジュバ港
ボール港ボール港

ダジュラ港ダジュラ港
レンク港レンク港

マラカル港マラカル港
アドック港アドック港
シャンベ港シャンベ港
マンガラ港マンガラ港

オボック港オボック港
ジブチ港ジブチ港

アフリカ

アルゼンチン共和国

ペセン港ペセン港

ブラジル連邦共和国

チリ共和国

エクアドル共和国

パラグアイ共和国

ペルー共和国

ウルグアイ東方共和国

ベネズエラ・ボリバル共和国

バルパライソ港バルパライソ港

サンビセンテ港サンビセンテ港

グアヤキル港グアヤキル港

カジャオ港カジャオ港

モンテビデオ港モンテビデオ港

クムルシャチーバ港クムルシャチーバ港

プライアモーレ港プライアモーレ港

プンタメダノス港プンタメダノス港

サンアントニオ港サンアントニオ港

イタキ港イタキ港

コロンビア共和国

カルタヘナ港カルタヘナ港

バランキージャ港バランキージャ港 サンタマルタ港サンタマルタ港 南　米

ベトナム社会主義共和国
ミャンマー連邦

タイ王国

カンボジア王国

シンガポール共和国

フィリピン共和国

インドネシア共和国
東ティモール民主共和国

マレーシア

シトウエー港シトウエー港

チャオピュー港チャオピュー港

ギソン港ギソン港 スービク港スービク港

マニラ港マニラ港

エスタンシア港エスタンシア港

イロイロ港イロイロ港

ハイフォン港ハイフォン港

タンダウエ港タンダウエ港
バテイン港バテイン港

ティラワ港ティラワ港 ダウェ港ダウェ港

メイ港メイ港
レムチャバン港レムチャバン港

タイ東部工業港タイ東部工業港
トムヌップ・ロロック港トムヌップ・ロロック港

シアヌークビル港シアヌークビル港

ベルリス港ベルリス港

アルン港アルン港

チラマヤ港チラマヤ港
パティンバン港パティンバン港

タンジュンブリオク港タンジュンブリオク港

ボジョネガラ港ボジョネガラ港
チワンダン／バンテン港チワンダン／バンテン港

ベラワン港ベラワン港
クラン港クラン港

ドマイ港ドマイ港

スマラン港スマラン港

バンジャルマシン港バンジャルマシン港
マカッサル港マカッサル港

ディリ港ディリ港

ラジャン港ラジャン港
ビンツル港ビンツル港

カントー港カントー港
ミートー港ミートー港

ヤンゴン港ヤンゴン港

モーラミャイ港モーラミャイ港
バンコク港バンコク港

プノンペン港プノンペン港
サイゴン港サイゴン港
ニャチャン港ニャチャン港
クイニョン港クイニョン港

ズンクワット港ズンクワット港
ダナン港ダナン港

チャンメイ港チャンメイ港
クアロー港クアロー港

カイラン港カイラン港
サンフェルナンド港サンフェルナンド港 アイリーン港アイリーン港

バタンガス港バタンガス港

カラバン港カラバン港

タクロバン港タクロバン港

ハグナ港ハグナ港
オルモック港オルモック港

ウバイ港ウバイ港

セブ港セブ港

ビトン港ビトン港 ソロン港ソロン港

クアンニン港クアンニン港
ラックフェン港ラックフェン港

カイメップ・チーバイ港カイメップ・チーバイ港

スラバヤ港／タンジュンベラ港スラバヤ港／タンジュンベラ港東南アジア

大韓民国中華人民共和国

香港香港

塩田港塩田港

上海港上海港

連雲港連雲港
石臼港石臼港

天津港天津港
秦皇島港秦皇島港

大連港大連港

青島港青島港

大鵬湾大鵬湾

東アジアパキスタン・イスラム共和国

バングラデシュ人民共和国
インド

スリランカ民主社会主義共和国

ダッカ港ダッカ港
バンガオン港バンガオン港

ニューマンガロール港ニューマンガロール港

コロンボ港コロンボ港

ゴール港ゴール港

グアダール港グアダール港 カラチ港カラチ港
カシム港カシム港

ナラヤンガンジ港ナラヤンガンジ港
カンドラ港カンドラ港

ダヘジ港ダヘジ港
ハジラ港ハジラ港

バダバン港（ダハヌ）バダバン港（ダハヌ）

ジャワハルラル・ネルー港ジャワハルラル・ネルー港

カトゥパリ港カトゥパリ港
エンノール港エンノール港
チェンナイ港チェンナイ港

クリシュナパトナム港クリシュナパトナム港

ビシャカパトゥナム港ビシャカパトゥナム港

バラデップ港バラデップ港

ハルディア港ハルディア港

ムンドラ港ムンドラ港

ピパバブ港ピパバブ港

ムンバイ港ムンバイ港

モルムガオ港モルムガオ港

コルカタ港コルカタ港

ツチコリン港ツチコリン港
コーチン港コーチン港

トリンコマリー港トリンコマリー港

ハンバントータ港ハンバントータ港

マタバリ港マタバリ港
チッタゴン港チッタゴン港

南アジア



臨海開発及び物流に係る調査研究及び海外の研究者、専門家との
交流を推進2、調査研究事業

ベトナム国における会議の状況IMO・FAL委員会

世界の港湾政策に関する調査研究、海外の研究者との国際交流の推進等を実施。
■国際港湾政策研究所

政策調査研究（一例）

陸上からのLNGバンカリングロッテルダム港

技術支援成果
（港湾ゲートにおける手続き時間の短縮）

●世界の主要コンテナ港湾
に関する調査

●海外における LNG バン
カリングに関する調査

●世界の港湾の情報化に関
する調査

●海外における港湾技術基
準策定に係る協力支援

世界の港湾運営に関する調査研究、本邦企業の国際港湾運営に資するプロジェクト等を実施。
■国際港湾運営研究所

プロジェクトの実施（一例）

●カンボジア国　シハヌークビル港コンテナターミナル経営・技術向上
プロジェクト

ドローンを活用したコンテナ荷役の現場観察

●パプアニューギニア国　運輸省港湾政策及び行政能力向上プロジェクト

現場実習 会議の状況

コンテナヤード

●インド国 チェンナイ港運営
　管理改善事業に係る技術支援

ターミナルゲート前で待機中のトレーラー

min
6

5

4

3

2

1

0

Time required for Entry/Exit Procedure at Port GateNo.1

Processing Time at Gate Reduced
By More than 50% !!

Before 1st dispatch
(June, 2014)

IN GATE OUT GATE

During Demo Trial
(February, 2015)

After Demo Trial
(April, 2015)

12th Dispatch
(October, 2017)



フィリピン

インドネシア

マレーシア

タイ

ミャンマー

バングラデシュ

ベトナム

カンボジア

東ティモール パプアニューギニア

コロンビア

ブラジル

ウルグアイ

エル・サルヴァドル
コスタリカ

キューバ

パナマ

ナウル

ソロモン諸島

バヌアツ

キリバス

サモア

ツバル

トンガ

フィジー

エジプト

ジブチ
エチオピア

アンゴラ

南アフリカ

ナミビア

コンゴ
ガボン

ケニア

ブルンジ

モザンビーク

タンザニア

マラウイ

マダガスカル

アルジェリア

チュニジア

モロッコ

コートジボアール

セネガルカーボベルデ

ガーナ

トーゴ
ベニン

インド

スリランカ

モルディブ

中華人民共和国

グルジア
アゼルバイジャン

クロアチア

モンテネグロ

アルバニア
トルクメニスタン

イラン

パキスタン

オマーン

イエメン

シリア

イラク

ナイジェリア

カメルーン

南スーダン

スーダン

開発・計画（2006～ 2019のみ）

戦略・運営（2006～ 2019のみ）

港湾保安（2006～ 2019のみ）

アフリカ（2012～ 2019）

　※2016年より対象をASEAN地域→全世界に拡大

国別個別（2003～ 2019のみ）

　※開発調査・技プロ等の本邦研修は含まない

凡例の数が国別の参加・実施年数を表す

世界の臨海開発及び国際物流に関する講演会等の開催・情報発信

港湾開発・計画、戦略運営、物流効率化（アフリカ）、港湾保安能力向上などの研修を長年実施
→世界各国から、これまで1,000名以上研修生を受け入れ（年間約100名）

歓迎レセプション OCDIでの講義 港湾見学 コンテナ荷役オペレーション室見学 アクションプラン発表

3、研修事業

JICA 研修の国別参加実績
（H18-R1）

4、広報事業

講演会等の
開催

毎年開催しているOCDI講演会
では、国際協力や事業の海外
展開に関心を有する方々を対
象にOCDIにおける取組をはじ
めとした最新情報を広く提供

ウェブサイト

調査研究成果等を講演会や
情報誌にて発表

日本の港湾施設の
技術上の基準・同解
説の英語版もウェブ
サイトにて提供

www.ocdi.or.jp



OCDIの概要
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名　　　称／一般財団法人　国際臨海開発研究センター
　　　　　　The Overseas Coastal Area Development Institute of Japan（OCDI）
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　　　　　　専務理事　元野　一生
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表紙 + 裏表紙 + ポケット
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